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第1章  業務概要 

1.1. 業務の目的 

 
三次市では、公共交通の活性化・再生に資する施策を関係機関と連携して推進していくた

め、昨年度、「三次市地域公共交通総合連携計画」（以下、「連携計画」と称す）を策定し

た。 

本業務は、この連携計画に基づく事業の円滑な実施及び実施事業の検証、ならびに公共交

通の利用促進の推進等を通じて、本市における交通環境改善に取り組むことを目的とする。 

 
 

1.2. 業務の内容 

 

(1) 市街地循環バスの実証運行支援 
 

平成 22 年 10 月２日（土）に運行開始の市街地循環バス「くるるん」及び 10 月１日（金）

運行開始の「畠敷線」に関して、運行開始までの準備や広報支援を行うとともに、運行開始

後の効果検証や課題把握を行うためにアンケート調査を行った。 

 
(2) 三次市民バスの再編方針（生活交通アセスメントの考え方） 

 

ＰＤＣＡサイクルに準じた三次市民バス再編の指針である生活交通アセスメントの考え方

について整理するとともに、各路線の再編方針について検討した。 

 

(3) 三次市民バスの再編支援 
 

今年度より具体的な再編が始まった甲奴町線に関して、再編内容の住民周知を図るための

ツール（チラシ）作成等を行った。 

 
(4) 三次市民タクシー制度の導入支援 

 

三次市民タクシー制度の課題を再整理するとともに、当該制度の拡大（地域展開）を図る

ため、利用ニーズ把握のためのアンケート調査票の設計等を行った。 

 
(5) 路線バスの利用環境改善支援 
 

路線バスの利用促進を図るため、市街地循環バスへの乗り換え利便性を高めるための時刻

表デザインを作成するとともに、ＷＥＢの活用方策について検討を行った。 
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第2章  市街地循環バスの実証運行支援 

2.1. 市街地循環バス及び畠敷線の概要 

 
(1) 市街地循環バスの概要 

表 2-1 運行内容（くるるん） 

項目 運行内容 

運行日 ・毎日運行 
運行時間 ・始発 9:00～終発 16:00 
運航便数 ・1 時間に 1 循環（計 8 循環） 
料金 ・大人：200 円 

・高校生まで：100 円 
・幼児（1 歳以上 6 歳未満）：無料 
・乳児：無料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 畠敷線の概要 

表 2-2 運行内容（畠敷線） 

項目 運行内容 

運行日 ・月曜日～土曜日（日・祝日は運休） 
運行時間帯 ・始発 7:20～終発 18:40 
運航便数 ・三次工業団地行き：11 便 

・みよし公園行き ： 9 便 
料金 ・対距離料金 

・大人運賃：中学生以上 
・小児は大人運賃の半額 
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2.2. 市街地循環バス導入までの流れ 

 
(1) 市街地循環バス導入までの流れ 

 

市街地循環バス「くるるん」の導入は、大きく以下の取組みを経て実現したものである。 

 
 
【平成 21 年度】 

 
 
 
 
 
 
【平成 22 年度】 

（８月） 

 
 
 
 
 
 
 
 

（９月） 

 
 
 
 
 

（10 月） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三次市地域公共交通総合連携計画（平成 21 年度策定） 

○当計画に掲げられた、「市街地循環便の整備（三次ウェーブ号の再

編）」で、新しいコミュニティバスとして市街地循環バスが位置付け

られている。 

第１回 市街地循環バス活性化検討会議（分科会） 

○平成 21 年度に検討した運行内容基本方針を踏まえ、具体案を策定 

・市街地循環バス、畠敷線のルート・ダイヤの分科会案を策定 

・市街地循環バスの愛称・ラッピングデザインを審査・決定 

第２回 三次市地域公共交通会議 

○市街地循環バス、畠敷線の運行内容について、分科会案を承認。 

平成 22 年 10 月 2 日（金）、市街地循環バス「くるるん」運行開始 

平成 22 年 10 月 1 日（木）、畠敷線運行開始 



 

- 4 -

(2) 市街地循環バスの周知・広報計画 
 

以下に、市街地循環バスの周知・広報に関連して実施した施策を整理する。 

 
 

 ①バス愛称・ラッピングデザイン公募（６～７月） 

 
              愛称・ラッピングデザイン審査（８月、分科会にて実施） 

 
 

②市広報誌９月号にルート・時刻表チラシ添付 

 ③ポスター掲示 

 ④バス停留所の変更 

・デザイン変更 

・時刻表の追加 

 ⑤商業施設の広報チラシによる告知等 

 ⑥三次駅前・商業施設に運行開始を告知する横断幕の設置 

 ⑦沿線住民を対象とした試乗会の実施 

 
⑧出発式の実施 

・愛称、パッケージの表彰式 

・新聞・テレビへの情報投げ込み 

  
 

 ⑨利用促進ツールの配布 

・携帯サイズの時刻表を配布 

・公共交通利用啓発ポケットティッシュを配布 

  

⑩アンケート調査の実施（１１月下旬～１２月上旬） 

・沿線住民へのアンケート実施により、告知効果を期待。 

 

⑪ＪＲ・路線バスとの乗り換え時刻表の配布 

・旧三次市各地域～市街地循環ﾊﾞｽとの乗り換え時刻表を作成 

・ＪＲ・路線バスのダイヤ改正後に配布予定 

 

図 2-1 周知・広報施策実施の流れ 

 

運 行 前 

運行開始 
（10 月２日） 
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図 2-2 愛称・ラッピング公募チラシ          図 2-3 応募者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-4 試乗会の様子                    図 2-5 出発式の様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-6 広報チラシ（時刻表） 

 

①募集告知と応募用紙を兼

ねた「チラシ」を市広報誌

と一緒に各世帯へ配布。 

②市役所及び各支所でも「チ

ラシ」入手可能。 

③市ホームページでも応募

用紙のダウンロード可能。 

8

6
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23
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0
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～9歳

10歳～19歳

20歳～39歳

40歳～59歳

60歳～69歳
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（件）

※ひとりで複数回応募した場合，

応募回数でカウント

※中学校からの団体応募は含

めていない
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図 2-7 広報ポスター 

                   図 2-8 横断幕（三次駅前・ＣＣプラザ） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-9 店舗チラシへの掲載情報デザイン 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-10 ポケット時刻表         図 2-11 ポケットティッシュ 
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2.3. 実証運行の効果把握・検証 

 
(1) 目的 

くるるん、畠敷線の利用実態や実証運行による効果を把握するため、利用者へのアンケー

トを実施するとともに、停留所別の乗降状況を調査した。 

また、現在利用していない方の意見を把握するため、三次・十日市・八次地区の自治会に

ご協力いただき、住民アンケート調査を実施した。 

 
(2) 調査概要 
 
1） 実施概要 

表 2-3 実施概要 

調査対象 分類 調査実施日 調査対象 備考 

アンケート バス利用者 車内で回答できるよう、簡単な質問 

ヒアリング バス利用者 改善点など詳細な質問 
バス利用者 

乗降者数 

11 月 30 日(火)、 

12 月 1 日(水)、2 日(木)、

4 日(土)、5 日(日) 

※5 日は「くるるん」のみ

乗降者数 バス停別の乗降者数を記録 

自治会 アンケート 11 月下旬配布 沿線周辺住民 自治会経由で配布・回収 

 
2） 質問項目 

表 2-4 質問項目 

項目 アンケート ヒアリング 

属性 性別、年齢 
性別、年齢、住所 

※性別、年齢は目視で判断 

アンケートを受け取った 

ときの外出について 

外出目的 

※利用停留所は調査票配布時に調査

員がチェック 

外出目的・目的地、バス・鉄道乗り継ぎ

有無、以前の交通手段 

くるるん、畠敷線 

について 

最寄り停留所までの所要時間、移動の

便利さの変化、バスの利用回数増減、

バスの満足度 

利用頻度、便利になったこと、不満のあ

る項目、改善点 

※利用者アンケートでは、筆記用具なしで回答できる簡単なアンケート票を配布し、降車時に回

収した 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-12 左：アンケート調査票、右：アンケート調査票配布状況 
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3） アンケート回収状況 
 

○ バス利用者アンケート・ヒアリング 

表 2-5 回収状況（バス利用者） 

アンケート配布・ヒアリング実施数 

対象 調査 
11/30 

(火) 

12/1 

(水) 

12/2 

(木) 

12/4 

(土) 

12/5 

(日) 
合計 

回収 

枚数 
回収率

アンケート 39  21 12 18 9 99  96  97%
くるるん 

利用者 
ヒアリング 27  21 11 18 8 85  - - 

アンケート 47  19 16 13 - 95  90  95%
畠敷線 

利用者 
ヒアリング 13  13 15 13 - 54  - - 

 

○ 自治会アンケート 

表 2-6 回収状況（自治会） 

配布地域 アンケート種類 回収枚数 回収枚数合計 

くるるん 72 

三次地区 

畠敷線 30 

十日市地区 くるるん 5 

八次地区 畠敷線 34 

生協団地 くるるん 14 

155 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-13 左：市街地循環バスの満足度、右：畠敷線の満足度 

※利用者アンケート調査より 

満足
78%

どちらでも
ない
13%

不満
9%

回答者数： 93

8 割が「満足」

で、多くの利用

者が満足

どちらでも
ない
48%

不満
9%

満足
42%

回答者数： 85

「満足」が 4 割

で、「不満」を大

きく上回る 
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第3章  三次市民バスの再編方針（生活交通アセスメントの考え方） 

「三次市地域公共交通総合連携計画」では、三次市民バスに関して、以下の目標が定めら

れている。 

・各路線の平均乗車人員の増加を図る（少なくとも全路線で 1.0 人／便以上） 

・運行の効率化を図る 

以上を踏まえ、生活交通アセスメントでは、三次市民バス等の利用実績を確認・評価する

とともに、より効率的な運行を行うための再編方針について検討した。 

また、この再編方針（PLAN）に関しては、可能な内容から積極的に取り組む（DO）ととも

に、三次市地域公共交通会議の統括のもとで内容の検証を行い（CHECK）、さらに改善を行う

（ACTION）といった、ＰＤＣＡサイクルの流れで進めるものである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-1 生活交通アセスメントの流れ（ＰＤＣＡサイクル） 

「Check」→「Action」段階での 

施策検討のイメージ 

■再編実施（運行） 

・再編計画に従い、可能な

施策から実施（運行） 

■改善方針の検討 

・問題や課題を踏まえ、

改善案を検討 

■効果や課題の検証 

・利用実績分析、利用者アンケ

ート、ヒアリング等を実施し、

改善状況を確認 

■三次市民バス等の再編計画の策定 

・過年度の利用実績、利用者等の意向

を確認し、再編計画を策定 

ＰＰllaann  

ＤＤoo  

ＣＣhheecckk

ＡＡccttiioonn  
「三次市地域 

  公共交通会議」

による統括 

運行事業者等、関係機関 

協議・ 

調整等 

増加・維持 

原則、現行どおり 

廃止（運行態様変更）

地域事情・ニーズ 

利用 
実績 

 
微減 

著しい減少 

見直し（減便等） 
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第4章  三次市民バスの再編支援 

4.1. 市民バス甲奴町線の再編支援 

 
(1) 再編の概要 

平成 21 年度の利用実績を踏まえ、より効率性を高めるとともに地域間のサービス平準化を

図るために、平成 23 年 2 月に甲奴町線の再編を行った。再編内容は以下のとおりである。 

表 4-1 甲奴町線の再編内容（平成 23 年２月再編） 

平成 21 年度時点の内容 変更点 備 考 

○抜湯コース  7:00 発便  

○六ツ宗コース 7:00 発便  

○品コース   7:00 発便 

○太郎丸コース 月～金 

○小童コース  月～金 

○土曜上川コース 

○土曜小童宇賀コース 

廃止 

廃止 

廃止 

月曜日廃止 

水曜日廃止 

廃止 

廃止 

・H21 実績 1 便あたり 0.20 人 

・   〃      0.16 人 

・   〃      0.30 人 

・週５便から週４便へ 

・    〃 

・他の地域と同様な運行とする。 

・    〃 

 

 

(2) 再編周知チラシの作成 
甲奴町線の再編に際し、町民に対して変更内容の周知を図るために、周知チラシの作成を

行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 甲奴町再編周知チラシのデザインの例 
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(3) 町民への説明資料案作成 
今後、甲奴町線では、利用状況を十分に検証しながら、状況に応じてはデマンド方式への

移行も考えられる。従来の定時定路線方式からデマンド方式へ移行する場合、事前予約が必

要など、利用方法が大きくことなるため、住民への周知が不可欠である。 

以上を鑑み、町民への説明会への活用を想定して、デマンド方式移行の必要性や概要を説

明する資料について検討した。 

 

1） 資料で説明する要点 
今回、検討する資料では、以下の点の理解を得ることを主眼とした。 

 

○市財政の状況は厳しく、少子高齢化が進む将来は更に悪化が見込まれる 

○現状のサービス水準の維持は、結果的にサービス衰退・廃止の危険性を孕む 

○デマンド方式の内容（従来の定時定路線方式と違い、事前要予約が必要） 

 

2） 説明資料の流れ 
上記の要点を踏まえ、説明資料の構成を検討し、以下の流れを想定した。 

 

ア）三次市民バスとは（概要、利用者数） 

イ）市の財政負担の増加 

ウ）甲奴町の人口減少・高齢化で、財源確保が一層厳しく 

エ）１人あたりの負担（運行経費の大半が税金負担） 

オ）デマンド化の必要性 

カ）デマンド方式の概要（三良坂町の事例より） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-2 説明資料イメージ 
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第5章  三次市民タクシー制度の導入支援 

5.1. 三次市民タクシー制度の課題 

交通空白地域の解消を目的とする三次市民タクシー制度は、バス路線整備等を伴わないた

め、たとえ規模が小さな集落であっても対応可能な、非常に柔軟性が高い制度である。 

しかしながら、現行の制度では住民による利用組合の設立及び運営（利用者の調整、タク

シー事業者への予約手続き、運賃補助の申請等）などが必要であり、高齢者を中心とする利

用者の負担となっている。 

その結果、利用組合の数は、年々減少している。 

 

5.2. 三次市民タクシー導入検討支援 

 
今年度、新たな三次市民タクシー制度として、自治連合会が運営を担う仕組みの構築につ

いて検討した。そのうち、本業務では、現在、生活交通が整備されていない「川地自治連合

会」における導入の可能性を探るため、地域住民に対して利用意向を確認するアンケート調

査票の設計を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1 アンケート調査票 
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第6章  路線バスの利用環境改善支援 

6.1. 公共交通の連絡性向上に資する情報ツール作成 

 
(1) 検討の目的 

路線バスの利用促進を図るとともに、市民の日常生活（通院や買い物等）の移動支援を図

るために、周辺部（旧三次市地域）から中心市街地に向けて、公共交通を利用して移動する

際の乗り継ぎダイヤを示した「乗り換え時刻表」を作製した。 

 

(2) 乗り換え時刻表の概要と作成の留意点 
乗り換え時刻表作成の概要、及び作成にあたっての留意点は以下のとおりである。 

 
1） 乗り換え場所 

○ 三次駅での乗り換えを基本とする。 

「くるるん」と乗り換え可能なバス停は三次駅以外にもあるが、待合い環境の問題や分か

りやすさ等の観点から、三次駅での乗り換えを基本とする。 

 
2） 掲載ダイヤ 

○ 乗り換え時間が 60 分以内の便のみ対象とする。 

バス路線やＪＲ路線によって、「くるるん」との乗り換え時間は様々なので、乗り換え時

間が 60 分以内の便のみ掲載対象とする。 

 
3） 行き・帰りの時間帯設定 

○ 行き（市街地へ向かう）で掲載する便は午前～昼頃を基本とする。 

○ 帰り（地域へ帰る）で掲載する便は昼頃～夕方を基本とする。 

高齢者の通院・買物移動を想定しているため、行きは午前～昼頃、帰りは昼過ぎ～夕方の

ダイヤを優先的に掲載。 

 
4） 地域分類 

○ 旧三次市の地域を、「河内」「三次町」「粟屋」「八次」「酒屋」「青河・川地」「神杉・

田幸」「和田」「川西」に 9 分割する。 

地域毎に運行している路線バス、JR 路線が異なるため、利用者の利便性を考え方面別に時

刻表を作成。 

 

(3) 乗り換え時刻表デザイン 
 

乗り換え時刻表デザインを次頁に示す。 
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図 6-2 乗り換え時刻表の例（裏） 
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6.2. 利用促進のためのＷＥＢ活用方策検討 

 
(1) 検討の目的 

バス時刻表等、公共交通利用に役立つ情報を広く提供することを目的として、ホームペー

ジを活用した情報提供ツールの内容について検討を行った。（次年度以降の構築を想定する） 

 

(2) 要点・留意事項 
検討にあたり、以下の要点、留意事項を念頭に置くものとした。 

1） 誰にでもわかりやすく、使いやすいページにする（アクセシビリティの確保） 
・平易な用語、わかりやすい見出し 

・知りたい情報を見付けやすいページ構成 

・音声での読み上げへの配慮 

・回線速度の遅い環境への配慮 

・画像が見えない人への配慮（代替テキスト、地図以外でも対応可能なテキスト情報） 等々 

2） 更新時のことも考慮 
・出来るだけシンプルな内容の方が更新は容易、一方で更新のしやすさだけに重きを置い

て、テキスト表記が多くなると分かりにくい（トレードオフ） 

・時刻表は、各会社への外部リンクとしておいた方が手間は少ない 

3） 新規に作成するコンテンツ等の検討事項 
・必要情報までアクセスする流れの検討（全路線を同一マップに表示して、マップ上から

バス停、駅を選択し、関連情報を表示させる等） 

・マップを掲載する方法の検討（スクロール地図、固定画像の地図） 

・付加機能の検討（発着地からルートを検索できる仕組み、主要施設へのルート等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-3 画面デザインイメージ 


